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Paremecium の 大 ・ 小核の徴細構造

渡辺　彊 （東北大 ・理 ・生物）

第48回大会一
般講演要旨

Fユne −structu 【e　of　 compact 　 type 　micr （ト and

nlaCrOnUClei 　　in　ParameCiUm

TSUYOSH 置 WATANABE

　　Paramecium は小核の 形態 に よ っ て 2 つ の グ ル

　
ープ （vesicular 　type と comPact 　type ）に分けら

　れ る 。 vesicular 　type の 小核 の 微細構造 は 詳 し く

報告 され て い るが， c。mpact 　type の 小核 を もつ

Paramecium で は あま り詳 しい 報告が ない 。今回，
compact 　type の 小核を 持 つ Parameei μ rn （P ．　ca −

udatum ，　P．　bursaria，　 P．　tricntum） の 小核と大核
の 微細搆造を 観察した。P．　 caudatum の 大核 は ，

径約 150nm の ク ロ マ チ ン 顆粒 とそれ か ら発す る約

10nm の 繊維か ら成 り，核小体は 径約 1μ m の 顆粒

状 で あ る・小核 は約 50nm の 粒状 ク ・ マ チ ン が集

合 し，約 250nm の 紐状 をなす。　 P・burs町 ia の 大

核は ，cell　cycle や culture 　stage で 著 し く形態

が 変化す る 。 飢餓状態 で は ク ロ マ チ ン は 約 200nm
の 太 さで，網状を 呈す る。分裂直後で は ．顆粒状 と

な る。核小 体は 径〜1．Oμm の 顆粒 で stage に よ り

大 きな集合体 をつ くる 。 小核 は約 50nm の 太 さの

ク ロ マ チ ン が集ま っ て 〜200nm とな り， これ らの

集合体を 仕切 る ミ ク ロ ラ メ ラ が あ る。 P・tricntum

の 大核 も〜250nm の 太 さ の 紐状の ク 卩 マ チ ソ が網

目状をな すが，こ れ は分裂期で も顆粒状 と な らな

い 。 核小体は 径〜0．7μn1 の 顆粒 で， しば しば 集合

す る。小核は
， 約 120nm の太 さの 極 め て 電子密度

の 高い 紐状 ク 卩 マ チ ン と，〜50nm の 小顆粒状 ク ロ

マ チ ン ．及び フ ィ ラ メ ン トの 多 い 部分か ら成 る。3
種 の Pα r覗 戯 跚 の 大 ・小核の ク 卩 マ チ ン と も基

本繊維 は 10〜20nm で ，高次に コ イル 状に折 りた

た まれ て い る と思 わ れ る 。
compact 　type の 小核 は

い ずれ も紐状 の ク ロ マ チ ン 集合体を も ち． ミ ク 卩 フ

ィ ラ メ ン トの 多い の が特徴 である。

ゾ ウリム シ におけ る生殖核 の 移植
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　　P町 am ・ci ・ m 　 caud ・ tum 　｝t ・j・核．大核 の 2 個 の 核

　を細胞内 に 持 ち，細胞 が 接合すると，小核は減数分

裂を行い 半数体核 が で きる 。 そ の 半数体核は も う1

度分裂 し，接合対形成細胞間 で 1個 つ つ の 半数体核

を交換 しあい ．受精核が で ぎる 。 その 受精核 か ら次

の 世代の 小核 と大核が分化 して くる。 した が っ て 小

核は そ の 機能 か ら生殖核 とも呼ばれ て い る。細胞の

接合は ，相補的な接合型細胞間 で 起 こ る 怪的凝集反

応に よ っ て 開始 され る が，遺伝的に隔離さ れた種，
Synge 皿 間 の 細胞で は 性的醗集反応が起 こ ら な い た

め接合対を形 成 さ せ る 事が 困難 で あ る。した が っ て

こ れ ま で ，現象 の 遺伝的解析 は Syngen 内 で の み

行 な わ れ て きた。我 々 は ，Syngen 間雑種を 容易 に

得る方法 と して，生殖核を 抜 き取 っ た無生殖核株を

作 り， それ に 異 な る Syngen の 生殖核を移植 し，
移植核を保持 した 核細胞質雑種を得る 事 に 成 功 し

た。さ らに 移植核は，その 宿主細胞が相補的 な 接合

型細胞と接 合す る と，得られ た全て の 核細胞質雑種
の 生殖核 は 異な る Syngen の 細胞内で も．減数分

裂．及 び それ に ひ きつ づ い て起こ る 半数体核 の 分裂
さ らに 接合対形成細胞間 で の 核 の 交換 とい う，受精

核形成の た め の 正常 の 核変化 を行 な う事が 観察 され

た。　した が っ て ，生殖核 を他 の Syngen の 生殖核

と入れか え た核細胞質雑種 を利用す る 事 に よ り，t

れ まで 囚 難 で あ っ た Syngen 間雑種を得る事 が 期

待 で きる 。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


